
日
蓮
数
学
研
究
大
会
講
演

於
身
延
山
大
学

日
蓮
聖
人
は
、
長
期
に
わ
た
る
比
叡
山
遊
学
を
終
え
て
、
清
澄
山
に
帰
っ
た
建
長
五
年
（
二
一
五
三
）
四
月
二
十
八
日
、
旭
が
森
で
朝

日
に
向
か
っ
て
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
は
じ
め
ら
れ
た
と
伝
え
る
。
日
蓮
宗
で
は
、
日
蓮
聖
人
の
こ
の
壮
挙
を
も
っ
て
立
教
開

宗
の
宣
言
と
と
ら
え
、
今
年
は
そ
れ
か
ら
七
五
○
年
に
あ
た
る
記
念
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
日
蓮
聖
人
の
こ
の
「
立
教

開
宗
」
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

日
蓮
聖
人
は
、
建
長
五
年
の
聖
な
る
出
来
事
を
、
後
々
ま
で
特
に
深
く
意
義
づ
け
語
ら
れ
て
い
た
。
身
延
山
に
入
山
さ
れ
て
三
年
目
の

建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
に
は
、
『
清
澄
大
衆
中
』
に
次
の
よ
う
に
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。

虚
空
蔵
菩
薩
の
御
恩
を
報
ぜ
ん
が
た
め
に
、
建
長
五
年
四
月
二
十
八
日
、
安
房
国
東
条
清
澄
寺
道
善
房
之
持
仏
堂
之
南
面
に
し
て
、

浄
円
房
と
申
も
の
竝
少
々
の
大
衆
に
こ
れ
を
も
う
し
は
じ
め
て
、
其
後
二
十
余
年
が
間
退
転
な
く
申
す
。

も
う
一
つ
の
「
立
教
開
宗
」
（
中
尾
）

も
、
っ
一
つ
の
「
立
教
開
宗
」

一
、
建
長
五
年
四
月
二
十
八
日
の
出
来
事

中

尾

堯

－23－



③
宗
旨
建
立
の
発
診
、
経
王
流
布
の
濫
膓
也
。

こ
こ
で
は
、
①
一
七
日
の
間
室
内
に
こ
も
り
、
八
日
目
の
二
十
八
日
早
朝
、
日
天
に
向
か
っ
て
題
目
を
は
じ
め
て
唱
え
た
と
、
ま
ず

伝
え
る
。
②
つ
い
で
、
午
の
刻
に
諸
仏
坊
の
南
面
で
、
大
衆
や
東
条
景
信
ら
を
前
に
し
て
法
門
を
説
い
た
。
③
こ
れ
が
「
宗
旨
建
立
」
Ⅱ

「
立
教
開
宗
」
の
は
じ
め
で
あ
る
と
す
る
。
当
時
の
伝
承
を
基
と
し
た
こ
の
伝
記
で
は
、
四
月
二
十
八
日
午
前
中
の
情
景
が
、
よ
り
具
体

も
う
一
つ
の
「
立
教
開
宗
」
（
中
尾
）

こ
こ
に
は
、
日
蓮
聖
人
が
「
虚
空
蔵
菩
薩
の
御
恩
」
を
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
「
清
澄
寺
道
善
房
之
持
仏
堂
之
南
面
」
を
、

最
初
に
法
門
を
説
い
た
祈
念
す
べ
き
場
所
と
し
て
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
弘
安
二
年
（
一
二
七

九
）
の
『
聖
人
御
難
事
」
で
は
、
「
午
の
時
に
此
法
門
を
申
し
始
め
て
今
に
二
十
七
年
」
と
述
べ
、
そ
の
時
刻
を
建
長
五
年
四
月
二
十
八

日
正
午
の
こ
ろ
と
限
定
さ
れ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
の
「
立
正
開
宗
」
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
た
、
「
清
澄
大
衆
中
』
と
「
聖
人
御
難
事
』
の
遺
文
に
よ
っ
て
み
る
、
建
長
五
年
四

月
二
十
八
日
の
聖
な
る
出
来
事
は
、
二
つ
の
重
要
な
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
「
清
澄
寺
道
善
房
之
持
仏
堂
之
南
面
」
と

い
う
場
所
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
虚
空
蔵
菩
薩
」
に
対
す
る
信
仰
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
入
滅
後
二
百
年
ほ
ど
後
に
制
作
さ
れ
た
、
円
明
院
日
澄
（
一
四
四
○
～
一
五
一
○
）
が
編
集
し
た
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』

で
は
、
「
立
教
開
宗
」
に
つ
い
て
の
情
景
を
絵
師
に
描
か
せ
、
次
の
よ
う
な
詞
書
を
記
し
て
い
る
。

①
一
七
日
間
室
内
に
入
り
て
出
ず
。
満
一
七
日
、
同
二
十
八
日
早
朝
、
日
天
に
向
か
い
、
合
掌
し
て
十
返
ば
か
り
、
は
じ
め
て
自
ら

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
七
字
を
唱
う
。

②
午
の
刻
、
清
澄
寺
諸
仏
坊
の
南
面
に
、
道
善
房
・
浄
円
房
等
大
衆
な
ら
び
に
当
地
地
頭
東
条
左
金
吾
景
信
等
を
集
め
、
念
仏
無
限
。

②
午
の
刻
、
清
澄
寺
諸
仏
峰

禅
天
魔
の
法
門
を
説
く
。
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的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
午
の
刻
に
行
わ
れ
た
説
法
の
座
に
、
東
条
景
信
が
現
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
、
建
長
五
年
四
月
二
十
八
日
の
出
来
事
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
む
ろ
ん
「
立
教
開
宗
」
が
題
目
の
創
唱
に

よ
っ
て
物
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
い
く
つ
か
の
注
目
さ
れ
る
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
虚
空
蔵
信
仰

を
取
り
上
げ
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
「
開
宗
」
と
関
係
づ
け
て
考
え
て
み
よ
う
。

清
澄
寺
の
本
尊
は
、
無
限
の
知
恵
を
得
る
こ
と
を
祈
念
す
る
虚
空
蔵
菩
薩
で
、
修
業
者
た
ち
は
「
求
聞
持
法
」
と
い
う
修
法
を
そ
の
前

で
行
う
。
日
蓮
聖
人
は
若
年
の
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
虚
空
蔵
菩
薩
に
並
々
な
ら
ぬ
信
仰
を
捧
げ
て
い
た
。
清
澄
寺
に
当
時
の
木
像
は
現
存
し

な
い
が
、
そ
の
像
容
は
座
像
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
右
手
の
掌
を
外
に
向
け
て
右
膝
に
垂
れ
る
と
い
う
。
「
与
願
印
」
を
結
ん
で
い
る
。

「
清
澄
大
衆
中
」
に
は
、
日
蓮
聖
人
が
虚
空
蔵
菩
薩
に
信
仰
を
捧
げ
た
一
例
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

東
条
左
衛
門
景
信
が
、
悪
人
と
し
て
清
澄
の
か
い
し
、
等
を
か
り
と
り
、
房
々
の
法
師
等
を
所
従
に
し
な
ん
と
せ
し
に
、
日
蓮
敵
を

な
し
て
領
家
の
か
た
う
ど
と
な
り
、
清
澄
・
二
間
の
寺
、
東
条
の
方
に
つ
く
な
ら
ば
、
日
蓮
法
華
経
を
す
て
ん
と
、
せ
い
じ
よ
う
の

起
請
文
を
か
き
て
、
日
蓮
が
御
本
尊
の
手
に
ゆ
い
つ
け
て
い
の
り
て
、
一
年
が
内
に
両
寺
は
東
条
が
手
を
は
な
れ
候
し
な
り
。
此
事

は
虚
空
蔵
菩
薩
も
い
か
で
か
す
て
さ
せ
給
べ
き
か
。

こ
こ
で
は
、
東
条
郷
地
頭
の
東
条
左
衛
門
景
信
が
伝
統
的
に
も
つ
ア
ジ
ー
ル
権
を
侵
害
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
寺
内
の
権
限
や
組
織
に
ま

で
触
手
を
伸
ば
そ
う
と
し
た
こ
と
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ー
ル
権
と
い
う
の
は
、
寺
社
の
領
有
す
る
聖
域
を
、
俗
権
に
よ
っ
て
侵
害

で
き
な
い
と
い
う
、
宗
教
的
な
自
治
権
の
こ
と
を
指
す
。
日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
動
き
に
対
し
て
領
家
の
側
に
た
ち
、
東
条
側
の
侵
害
意
図

も
う
一
つ
の
「
立
教
開
宗
」
（
中
尾
）

二
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
信
仰
と
明
星
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を
み
ご
と
に
撃
退
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
長
瑚

注
目
さ
れ
る
。
こ
（

う
こ
と
が
で
き
る
。

あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
聖
と
俗
の
深
刻
な
抗
争
に
あ
た
っ
て
、
日
蓮
聖
人
は
み
ず
か
ら
本
尊
と
仰
ぐ
虚
空
蔵
菩
薩
に
、
立
願
の
儀
礼
を
行
っ
た
。

そ
れ
は
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
右
手
に
「
誓
状
の
起
請
文
」
を
結
い
付
け
て
、
勝
利
を
祈
念
す
る
こ
と
で
あ
る
。
清
澄
寺
の
『
虚
空
蔵
菩
薩
」

を
ま
つ
る
虚
空
蔵
堂
で
、
何
日
も
籠
も
っ
て
祈
願
し
た
と
思
わ
れ
、
こ
れ
は
有
名
な
「
虚
空
蔵
求
聞
持
法
」
の
修
行
を
意
味
す
る
も
の
で

こ
こ
で
「
虚
空
蔵
求
聞
持
法
」
と
い
え
ば
、
弘
法
大
師
空
海
の
「
三
教
指
帰
」
の
記
事
を
想
起
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
冒

頭
に
は
、
密
教
修
行
の
は
じ
め
を
、
格
調
高
く
調
い
上
げ
て
い
る
。

持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

円
智
房
は
、
清
澄
の
大
堂
に
し
て
、
三
カ
年
が
間
、
一
字
三
礼
の
法
華
経
を
我
と
か
き
た
て
ま
つ
り
て
、
十
巻
を
そ
ら
に
お
ぼ
へ
、

五
十
年
が
間
、
一
日
一
夜
に
二
部
づ
つ
読
ま
れ
し
ぞ
か
し
。

こ
こ
に
は
、
注
目
す
べ
き
二
つ
の
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
に
は
仏
堂
に
籠
も
っ
て
祈
念
を
こ
ら
す
と
い
う
「
籠
も
り
」

の
儀
礼
で
あ
り
、
二
に
は
法
華
経
の
写
経
と
暗
調
と
い
う
修
行
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
清
澄
寺
で
は
、
虚
空
蔵
菩
薩
に
対
す

る
「
虚
空
蔵
求
聞
持
法
」
と
、
実
動
的
な
法
華
経
信
仰
と
い
う
、
き
わ
め
て
自
力
的
な
信
仰
に
よ
る
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
も
、
日
蓮
聖
人
は
こ
の
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰
に
も
と
よ
り
深
く
信
仰
を
寄
せ
、
後
に
も
法
華
経
信
仰
の
基
底
部
に
こ
の
信
仰
を
堅

も
う
一
つ
の
「
立
教
開
宗
」
（
中
尾
）

長
期
間
に
わ
た
り
仏
堂
に
こ
も
っ
て
祈
念
す
る
と
い
う
信
仰
儀
礼
は
、
清
澄
寺
に
お
い
て
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
た
こ
と
が

こ
の
よ
う
な
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
「
種
種
御
振
舞
御
書
」
に
お
け
る
円
智
房
に
つ
い
て
の
記
述
に
よ
っ
て
、
よ
く
う
か
が
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こ
こ
に
一
の
沙
門
あ
り
。
余
に
虚
空
蔵
求
聞
持
法
の
法
を
示
す
。
こ
の
経
に
説
か
く
、
若
し
人
、
法
に
よ
っ
て
こ
の
真
言
一
百
万
遍

を
調
す
れ
ば
、
即
ち
一
切
の
教
法
の
文
義
暗
記
す
る
こ
と
を
得
ん
。
こ
こ
に
大
聖
の
誠
言
を
信
じ
て
、
飛
焔
を
讃
燧
に
望
む
。
阿
州

大
滝
嶽
に
登
り
禁
じ
、
土
州
室
戸
岬
に
勤
念
す
。

虚
空
蔵
求
聞
持
法
が
知
恵
明
瞭
を
祈
る
真
言
の
行
法
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
文
に
よ
っ
て
よ
く
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
徳
島
県
阿
南

市
の
大
竜
寺
に
は
、
虚
空
蔵
求
聞
持
法
を
行
う
求
聞
持
堂
が
あ
り
、
扉
や
窓
を
閉
ざ
し
て
暗
室
に
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
暗
闇
の
中
で
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
真
言
を
一
日
一
万
遍
称
え
、
百
日
で
百
万
遍
の
真
言
を
成
就
す
る
と
い
う
修
行
が
行
わ
れ
る
。
〔
現

在
、
大
竜
寺
の
求
聞
持
堂
で
行
わ
れ
て
い
る
虚
空
蔵
求
聞
持
法
は
、
五
十
日
で
百
万
遍
の
真
言
を
成
就
す
る
）

こ
の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
堂
は
、
清
澄
寺
の
旭
が
森
脇
に
あ
り
、
「
錬
行
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
清
澄
寺
に
お
い
て
虚
空

蔵
求
聞
持
法
が
行
わ
れ
て
い
た
求
聞
持
堂
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
遺
構
と
し
て
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

清
澄
寺
で
の
日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
よ
う
な
虚
空
蔵
求
聞
持
法
を
、
「
日
蓮
が
本
尊
」
と
仰
ぐ
虚
空
蔵
菩
薩
の
木
像
前
で
修
し
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
後
年
の
身
延
期
に
至
る
ま
で
、
法
華
経
信
仰
の
基
底
に
虚
空
蔵
菩
薩
の
信
仰
を
懐
い
て
い
た
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。

明
星
が
明
る
く
輝
い
て
光
を
放
つ
。

こ
の
虚
空
蔵
求
聞
持
法
は
、
明
星
信
仰
と
深
い
関
係
が
あ
る
。
実
際
、
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
で
は
、
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰
が
明
星
信
仰

に
よ
っ
て
物
語
ら
れ
て
い
る
。
特
に
清
澄
山
の
山
中
の
場
面
で
は
、
「
明
星
池
」
と
注
記
さ
れ
た
井
戸
が
あ
り
、
そ
の
上
に
高
床
式
の
堂

が
構
築
さ
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
そ
ば
で
「
日
本
第
一
の
智
者
た
ら
ん
」
と
祈
る
日
蓮
聖
人
の
視
線
の
向
こ
う
に
は
、

日
蓮
聖
人
の
遺
文
を
見
る
と
、
建
長
五
年
四
月
一
千
八
日
の
立
教
開
宗
か
ら
後
の
叙
述
と
し
て
明
星
に
関
す
る
奇
跡
が
数
多
く
語
ら
れ

も
う
一
つ
の
「
立
教
開
宗
」
（
中
尾
）
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○
明
星
竝
ぴ
出
る
は
、
太
子
と
太
子
の
識
論
也
。
（
「
法
華
取
要
抄
』
）

○
天
よ
り
明
星
の
如
な
る
大
星
下
り
て
、
前
の
梅
の
木
に
か
か
り
て
あ
り
し
か
ば
、
も
の
、
ふ
と
も
皆
ゑ
ん
よ
り
と
び
お
り
、
或
は
庭

に
ひ
れ
ふ
し
、
或
は
家
の
う
し
ろ
へ
に
げ
ぬ
。
二
種
種
御
振
舞
御
書
」
）

○
生
身
の
虚
空
蔵
菩
薩
よ
り
、
大
智
恵
を
給
り
し
事
あ
り
き
◎
日
本
第
一
の
智
者
と
な
し
給
へ
と
申
せ
し
事
を
不
便
と
や
思
し
食
し
け

ん
、
明
星
の
如
く
な
る
大
宝
珠
を
給
て
、
右
の
袖
に
う
け
と
り
候
し
故
に
、
一
切
経
を
み
候
し
か
ば
、
八
宗
竝
ぴ
に
一
切
経
の
勝
劣
、

粗
こ
れ
を
知
ぬ
。
（
「
清
澄
大
衆
中
』
）

こ
こ
で
は
、
虚
空
蔵
菩
薩
と
か
か
わ
る
明
星
信
仰
に
つ
い
て
、
二
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
、
「
明
星
二
つ
竝
ぴ
出
る
」
「
大
星

下
り
て
前
の
梅
の
木
に
か
か
る
」
と
い
う
よ
う
な
奇
異
な
現
象
が
、
「
太
子
と
太
子
の
靜
論
」
と
い
う
よ
う
な
、
恐
る
べ
き
未
来
の
運
命

を
予
見
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
「
明
星
の
如
く
な
る
大
宝
珠
」
が
授
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
智
恵
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
、
法
華
経
を
は
じ
め
と
す
る
諸
経
典
の
教
え
を
も
と
に
、
『
立
正
安
国
論
」
な
ど
預
言
性
の
濃
い
論
説
を
展
開

し
た
。
そ
の
宗
教
を
考
え
る
と
き
、
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰
は
法
華
経
信
仰
の
基
底
に
あ
る
信
仰
と
し
て
、
十
分
に
納
得
い
く
も
の
で
あ
る

壷
司
ノ
○

て
い
る
。
そ
れ
を
列
挙
し
よ
う
。

○
二
月
五
日
、
東
方
に
明
星
二
つ
竝
ぴ
出
る
。
其
の
中
間
は
三
寸
許
り
と
云
々
。
此
の
大
難
は
、
日
本
に
先
代
未
有
歎
。
（
『
法
華
取
要

抄
一

一

も
う
一
つ
の
「
立
教
開
宗
」
（
中
尾
）

三
、
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰
と
山
林
修
行
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弘
法
大
師
空
海
の
求
聞
持
法
に
み
る
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰
は
、
四
国
の
縁
辺
の
山
岳
を
た
ど
る
密
教
の
修
行
に
展
開
し
て
、
後
世
の
四
国

遍
路
修
行
に
連
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
「
三
教
指
帰
』
に
み
る
「
阿
州
大
竜
嶽
に
登
り
禁
じ
、
土
州
室
戸
崎
に
勤
念
す
」
と
い
う
文
言

が
物
語
る
よ
う
に
、
深
い
山
林
と
嶮
し
い
海
岸
を
舞
台
と
す
る
、
山
林
修
行
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

虚
空
蔵
菩
薩
を
本
尊
と
す
る
清
澄
寺
は
、
眼
下
に
太
平
洋
の
黒
潮
を
の
ぞ
む
清
澄
山
の
山
中
に
あ
り
、
標
高
の
わ
り
に
は
山
容
が
大
き

く
豊
か
に
繁
茂
し
て
、
山
林
修
行
に
は
最
適
の
環
境
に
あ
る
。
こ
の
寺
に
は
、
天
台
宗
や
真
言
密
教
の
基
本
的
な
典
籍
が
収
め
ら
れ
、
密

教
の
修
行
道
場
と
し
て
訪
れ
る
者
も
多
か
っ
た
。
早
稲
田
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
院
主
阿
闇
梨
寂
澄
の
「
如
法
経
奉
納
状
」
に
よ
る

と
、
回
国
の
行
者
が
「
六
十
六
部
如
法
経
一
部
」
を
こ
こ
に
奉
納
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
清
澄
寺
は
、
全
国
的
な
規
模
を
も
つ
納
経
の
霊

場
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
密
教
の
山
林
修
行
を
行
っ
た
僧
に
、
若
年
の
時
期
の
修
行
が
比
較
的
明
か
な
、
俊
乗
房
重
源
が
い
る
。
源
平
合
戦
の
兵
火

に
か
か
っ
て
焼
失
し
た
東
大
寺
の
大
伽
藍
を
、
勧
進
活
動
に
よ
っ
て
見
事
に
復
興
し
た
僧
で
あ
る
。
重
源
は
「
重
源
願
文
」
の
な
か
で
、

そ
の
密
教
修
行
の
出
発
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

○
仏
子
、
早
く
二
恩
の
懐
を
出
て
、
久
し
く
一
実
の
道
を
求
む
。
初
め
は
醍
醐
に
住
し
、
後
に
は
高
野
に
棲
む
。
霊
地
・
名
山
処
々
、

春
草
繕
に
孤
庵
を
結
び
、
巡
礼
修
行
年
々
、
秋
月
を
只
親
友
と
な
す
。

○
生
年
十
七
歳
の
時
、
四
国
の
辺
を
修
行
す
。

○
生
年
十
九
、
初
め
て
大
峰
（
修
験
）
を
修
行
す
。

○
如
法
経
（
法
華
経
）
を
書
写
す
。

○
如
法
経
（
法
華
経
）
を
書
写
｛

○
信
濃
国
は
善
光
寺
に
参
詣
す
。

も
う
一
つ
の
「
立
教
開
宗
」
（
中
尾
）
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○
七
日
七
夜
不
断
念
仏
を
勤
修
す
。

こ
の
よ
う
に
列
記
す
る
と
、
若
年
時
に
お
け
る
重
源
の
修
行
体
験
と
、
日
蓮
聖
人
の
そ
れ
と
は
、
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
に

気
づ
く
。
清
澄
山
中
の
虚
空
蔵
堂
に
本
拠
を
置
い
て
、
念
仏
や
真
言
を
称
え
な
が
ら
山
中
を
修
行
し
て
回
り
、
付
近
の
霊
場
に
も
足
を
運

ん
で
祈
念
す
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
実
像
で
あ
っ
た
。

清
澄
山
中
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
修
行
体
験
は
、
求
聞
持
法
の
儀
礼
を
見
事
に
継
承
し
な
が
ら
、
後
々
ま
で
日
蓮
聖
人
の
行
動
様
式
に

影
響
を
与
え
る
。
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
三
月
の
『
光
日
房
御
書
』
に
は
、
自
ら
の
祈
り
が
叶
っ
た
と
い
う
佐
渡
で
の
体
験
を
叙
述
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
天
照
大
神
と
正
八
幡
宮
が
、
日
蓮
を
守
護
し
通
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
「
こ
の
罪
お
そ
る
し
と
お
ぼ
さ
ば
、

い
そ
ぎ
い
そ
ぎ
本
国
へ
か
へ
し
給
へ
と
、
高
き
山
に
の
ぼ
り
て
大
音
声
を
は
な
ち
て
さ
け
び
し
か
ば
」
と
あ
る
。
ま
た
、
冒
邑
城
入
道
殿

御
返
事
』
に
は
、
「
尼
御
前
御
寿
命
長
遠
の
由
、
天
に
申
候
ぞ
。
そ
の
故
御
物
語
り
候
へ
」
と
あ
る
。
高
き
山
で
大
空
に
向
か
っ
て
叫
び
、

あ
る
い
は
天
に
向
か
っ
て
祈
り
を
捧
げ
る
と
い
う
儀
礼
は
、
求
聞
持
法
を
坊
佛
と
さ
せ
る
で
は
な
い
か
。

清
澄
山
中
の
清
澄
寺
に
お
け
る
、
若
き
日
の
日
蓮
聖
人
は
、
念
仏
の
信
仰
者
で
道
善
房
を
師
と
仰
ぎ
な
が
ら
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
前
で
求

聞
持
法
を
修
し
、
深
く
山
中
に
分
け
入
っ
て
山
林
修
行
に
励
ん
だ
。
そ
の
信
仰
儀
礼
の
様
式
は
、
後
々
ま
で
日
蓮
聖
人
の
信
仰
行
為
に
深

聞
持
法
を
修
し
、
錘

い
影
響
を
残
し
た
。

○
満
百
万
遍
（
念
仏
）

日
蓮
聖
人
の
信
仰
と
思
想
に
は
、
若
年
の
頃
に
清
澄
寺
で
体
験
し
た
、
山
林
を
舞
台
と
す
る
密
教
修
行
に
も
と
ず
く
虚
空
蔵
信
仰
が
、

も
う
一
つ
の
「
立
教
開
宗
」
（
中
尾
）

四
、
山
林
修
行
者
の
特
質
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応
え
る
。
こ
の
よ
う
な
生
活
態
度
《

す
る
強
い
脚
力
に
特
徴
が
あ
っ
た
。

そ
の
基
底
に
は
っ
き
り
と
横
た
わ
り
、
明
星
信
仰
と
し
て
表
出
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
で
は
、
日
蓮
聖
人
も
そ
の
一
群
に
属
し

た
山
林
修
行
者
に
つ
い
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
世
俗
を
離
れ
て
深
い
山
林
に
籠
も
り
、
「
離
俗
」
・
「
脱
俗
」
・
「
超
俗
」
な
ど
の
言
葉
が
適
切
な
よ
う
に
、
独
特
の
生
活
ス

タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
霊
場
に
参
籠
し
て
、
神
秘
的
な
難
行
・
苦
行
を
続
け
て
、
身
に
つ
け
た
霊
力
を
も
っ
て
人
々
の
祈
願
に

応
え
る
。
こ
の
よ
う
な
生
活
態
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
頑
健
な
体
力
に
恵
ま
れ
、
持
久
力
に
優
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
高
山
を
上
り
下
り

次
に
、
山
林
修
行
者
の
信
仰
行
為
に
お
け
る
特
性
を
見
る
と
、
き
わ
め
て
具
象
的
な
判
断
と
意
味
付
を
持
ち
前
と
し
て
い
た
。
「
五
種

法
師
」
と
よ
ば
れ
る
、
経
文
の
受
持
・
読
・
調
・
解
説
・
書
写
の
修
行
は
、
仏
教
に
通
有
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
修
行
者
は
こ
れ
を
満
遍

な
く
実
行
す
る
こ
と
に
心
を
く
だ
い
た
よ
う
で
あ
る
。

山
中
で
は
、
暗
調
し
た
経
文
を
声
量
豊
か
に
唱
え
、
聖
者
と
し
て
の
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。
人
々
に
向
か
っ

て
は
、
物
事
の
由
来
や
未
来
の
預
言
を
、
経
典
や
現
象
に
も
と
づ
い
て
説
き
明
か
す
。
そ
れ
は
、
日
蓮
聖
人
が
「
過
去
の
事
、
未
来
の
事

を
申
し
あ
て
て
候
が
、
ま
こ
と
の
法
華
経
に
て
は
候
な
り
」
と
、
『
清
澄
大
衆
中
』
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

山
林
修
行
者
が
営
む
儀
礼
や
行
動
に
よ
っ
て
、
多
面
的
に
表
出
さ
れ
る
思
想
に
つ
い
て
も
、
一
つ
の
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

①
体
験
的
に
獲
得
し
た
宇
宙
観
を
行
動
的
に
描
き
上
げ
る
。
②
万
物
の
存
在
を
肯
定
的
に
捉
え
る
。
③
事
物
の
意
味
付
け
と
抽
象
化
に
優

れ
る
。
④
献
身
的
な
営
み
を
指
向
す
る
。
概
観
的
に
ま
と
め
る
と
、
こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
具
像
的
な
傾
向
が
強
い
。
教
義
体
系
を
打
ち

立
て
て
理
念
的
に
信
仰
を
進
め
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
行
動
の
な
か
に
思
想
を
表
出
さ
せ
る
、
実
際
的
な
傾
向
が
支
配
的
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
僧
が
標
語
と
し
て
掲
げ
る
の
が
「
利
生
」
、
す
な
わ
ち
「
利
益
衆
生
」
と
い
う
具
体
的
な
目
標
で
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
の
「
立
教
開
宗
」
（
中
尾
）
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も
う
一
つ
の
「
立
教
開
宗
」
（
中
尾
）

先
に
あ
げ
た
重
源
の
よ
う
な
山
林
修
行
者
は
、
修
行
の
場
で
あ
っ
た
山
林
を
い
つ
し
か
離
れ
て
、
巷
間
に
交
わ
っ
て
衆
生
の
救
済
に
挺

身
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
平
安
時
代
の
中
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
ま
こ
と
に
多
く
、
時
代
の
一
つ
の
潮
流
を
な
し

て
い
た
。
清
澄
山
中
で
は
山
林
修
行
の
深
い
体
験
を
も
つ
日
蓮
聖
人
も
、
こ
の
よ
う
な
行
動
様
式
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
多
く
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
、
身
を
挺
し
て
行
っ
て
き
た
山
林
修
行
と
同
様
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
前
提
と
し
た
伝
道
活

動
を
予
見
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
蓮
聖
人
の
、
行
動
性
を
標
傍
す
る
「
自
行
」
か
ら
「
化
他
」
へ
の
大
き
な
転
換
を
示
す
と
い
う
の
が
、

題
目
の
創
唱
と
法
華
経
信
仰
の
鼓
吹
で
語
ら
れ
る
「
立
教
開
宗
」
の
、
「
も
う
一
つ
の
立
教
開
宗
」
の
意
義
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

と
を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
日
蓮
聖
人
の
山
林
修
行
の
体
験
と
、
後
々
ま
で
の
そ
の
深
い
影
響
を
考
え
る
と
き
、
「
立
教
開
宗
」
と
い
う
出
来
事

を
、
単
純
に
法
華
経
の
信
仰
唯
一
の
意
義
に
限
定
し
て
理
解
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
か
っ
て
多
く
の
山
林
修
行

者
が
辿
っ
た
道
と
同
様
に
、
み
ず
か
ら
山
林
修
行
と
い
う
自
行
の
信
仰
世
界
か
ら
離
脱
し
て
、
俗
世
に
向
か
っ
て
の
伝
道
を
決
意
し
た
こ

建
長
五
年
四
月
二
十
八
日
は
、
日
蓮
聖
人
の
立
教
開
宗
の
日
と
し
て
、
重
く
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

と
は
じ
め
て
唱
え
、
法
華
経
の
伝
道
を
表
明
し
た
出
来
事
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
。
従
来
、
比
叡
山
遊
学
の
旅
か
ら
清
澄
寺
に
帰
る
と
い
う
、

日
蓮
聖
人
の
軌
跡
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
主
知
的
な
営
み
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
理
解
は
十
分
に
評
価
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

五
、
も
う
一
つ
の
立
教
開
宗
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